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性が示唆されている。しかし、STS に関する報告は少ない。そこで今回 STS 経路に着目し、共培養という生
体内に近い環境を再現する手法を用いて子宮内膜癌の局所におけるエストロゲン合成・代謝機構の解明、およ
び STS 阻害剤の新規治療薬としての可能性を検討した。 
 



















4 考察  今回の検討で子宮内膜癌に対する STS阻害剤の有効性が示唆された。また、STS 阻害剤はアロマ
ターゼ阻害剤よりも有意な細胞増殖抑制効果を認めたが、今回はコレステロールからアンドロゲンを経由しエ
ストロゲンを合成する経路を評価していない。将来的には各症例の STS・アロマターゼの発現動態を検討し、







5 結語  子宮内膜癌において STS 阻害剤は有望な新規内分泌療法であることが示唆された。また、共培養
は生体内に近い環境を再現する有用な手法であり、従来の単独培養に比較しダイナミックな生物学的動態を示
すことが明らかになった。 
